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分解 メ カ ニ ズ ムの 解析
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【目 的】 ポ リエ チ レ ン テ レ フ タ レ
ー

ト（PET ）は．耐久性．利便 性 に 優 れ 、
様 々 な用途に 使用 され て い る．我々 は ．環境 に優 し い PET 分 解 を 目的 に，
PET 分解菌の 探索を 行い 、6種 の 微生 物群 の分 取 に 成 功 し た。本研 究で は 、
こ の 内の 微生 物群 No．46 に 焦点 を あ て て，　 PET 分 解 メ カ ニ ズ ム の 解析 を

行 っ た 一
【方法】 PET の 分解は 、　 PET フ でル ム の 減量 測 定や 電 子 顕微 鏡に よ る表 面

観察で 、また、分解産物、及び ．分解残渣の 解析は 、」H−NMR や GPC など

の 機器分析で 行 っ た。
【結果】 1）微生物群 Ne ．46 は バ イオ フ ィル ム を 形 成 し．非 結 晶性 PET フ イ

ル ム を 0．3　mg ！cm2iday の 速 度 で 分 解 した 。2）分 解残渣の 分子構 造や 分子 景

に は 変化 が 認 め られ な か っ たu3）非 結 晶 性 PET フ イル ム の 他 に ．ポ リ ブ

チ レ ンサ ク シ ネ
ー．

ト ・テ レ フ タ レ
ー

トを 分解 した。
【考察】PET 分 解は 、表面 よ り進行 し．あ る 大きさ の 単位で エ ス テ ル結 合

の 加 水分解が 起 る と考え られた。次い で ．その 分解茜物が．バ イオ フ イル

ム 内 で．更 に低 分 チ化 され る もの と推察 した。また．こ の 分解は 、基質の

吹 構造 の み な らず、結 晶構造を 認識 して 行わ れ る こ とも 示唆 され た e

【目的 】 揮 発 性有 機化 合物 〔Volati］e　Organic　Compound、以 ドVOC と 略 す ）

は 、人体 に対 して ア レ ル ギ
ー

反応や化学物質過敏症 を誘発す る有害な 物質

で あ D、
．
匸場 から の 廃ガ ス 中だ け でな く、身の 回 り に も低濃度なが ら広 く

存在 して い る、、大気環境保全 の 見地 か ら、VOC の 排 出 コ ン ト ロ ール は 重要

課 題と さ れ、効果 的な 除去技術の 確 立 が急務 と な っ て い る。我 々 は ．低 コ

ス トかつ 環境低負荷型の VOC 除去シ ステ ム の 確立を 目指 し、自然 界に生

息 する VOC 分解 菌を利用し たバ イオ 脱臭技術に 関す る研 究 を進 めて い る v。
今回 ，比較的幅広 い VOC 分解 特性 を 有す る菌の ス ク リーニ ン グな らび に

バ イオフ ィ ル タ ー
で の 脱臭効 果に つ い て検討 を 行 っ た。

【方法及び結 果】土 壌か ら ．ベ ン ゼン ．トル エ ン、エ チ ル ペ ン ゼ ン ．キシ

レン お よ び ア ク リ ロ ニ トリル に 対 して 良好 な分解能 を 有す る 細 菌 AN2 株

を 単離し た 。形 態学的お よび 生理 学的性質な らび に 16S　rDNA 解析 の 結果

か ら、AN2 株を Rhodococcvs 　sp ．株と 同定 し た。本菌は．複数 の VOC が混

在 した場 合で も生育 お よび 各成 分の 分解が 可能で あ っ た。AN2 株 を 固定

した 充填塔型バ イオ フ ィ ル タ
ー

は．流 量 13891m 疝 の ア ク リロ ニ ト リル ガ

スを 100 ％除去 し た 。
DK ．Okam 。t’〕et ・al ．：J．・Bi・sci ．　Bi・eng ．，95 （6），in　press（2003 ）．
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Poly　（し一laetide）〔PLA ＞de呂radation 　was 　studied 　usi “ g　an 　actinomycete ，　Kibde−
lo．sporangium 　aridUm ．置n　liquid　c山 ule 　medium ，　high 　moiecular 　weight 　PLA　fitm
（3、4 × ］O 」）was 　degraded 　by　more 　than　97　mg 猷 ）m 　I　OO　m 呂 wi 出in　l4days．　L−
Lactic　acid ，　a　monomeric 　degradatien　product　of 　PLA　was 　totalLy　assimilated 　by
the　strain ．　Characteristic　degradaにion　by　thc　filamcnteus　microorganism 　on 　the

surface 　of 　PLA　fi］m 　was 　observed 　by　scanning 　electron 　microscopy ．

【目 的】 生 分 解性プラ ス チ ッ ク で あ る po｝y
一ε一caprolactone （PCL ）は、高温 コ

ンポス ト化の 過程で 良好に 分解 され る こ とが報告さ れ て い る e 本研究 で は ．
コ ン ポス トか らPCL 分解菌を単離す る と と も に 、コ ン ポ ス ト化過程に お け

る PCL 分解菌 の 働 きにつ い て 検討 す る こ と を 目的 と した 。
【方法及び結果】コ ン ポス ト原料と して 水藤加工 施設 の 排水処理 過程で 発生

した 余剰汚泥を 用い た 。汚泥に 、通 気性改良材で あ るおが くず、市販の 種

菌．お よ び PCL を 乾燥重量 比で 5 ： 14 ： 1 ： 7 に 混合 して コ ン ポス ト化 した

と こ ろ．コ ンポ ス ト製品か ら．PCL 分解 菌．　 PDS −；株を 単離する こ とが で

きた 。引 き 績い て ．PDS 一且株 の み を 接種 し て コ ン ポ ス ト化 した と こ ろ pH

が 低 下し．PCL が完 全分解 され な い ば か りで な く．コ ン ポ ス ト化が 中 断 し

て し まう こ とを 確か め た。PCL の 分解に は PCL 分解菌の み で は な く、PCL
分解 中間体 を摂 取す る 微生 物、あ る い は コ ン ポ ス トの pH を 弱ア ル カ リ条

件 に 維持す る微 生 物 の 協同 作 用が 牽 要で あ る こ と が わ か っ た。そ こ で ，
PDS ・1株以外に 多 く の微生 物が 共存 す る PCL を混 合して 作 成 した コ ン ポ ス

ト製品 を種 菌と して 返送す る方法 を用 いた と こ ろ、コ ンポ ス ト化 初 期 か ら

PCL 分解 菌を高濃度に 維持す る こと が で き ると と も に ．コ ン ポ ス ト化 開 始

後直 ち に、活発 な PCL 分解 が 口∫能で あ る こ と を 明 らか に し た。
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